
宮崎県木城町 山下 智大 移住・定住促進

【年 齢】
28歳

【出身地】
宮城県 山元町

【転出元】
東京都 世田谷区

【前 職】
Webディレクター

【活動時期】
R3.11～

コロナ禍もあり地方移住を検討している時に、友人が地域
おこし協力隊となり、興味が沸いたのがきっかけです。木
城町へ応募した理由としては、「join」のサイトにて九州
地方の求人を見ていたところ、自分の前職の経験が活かす
ことができそうな木城町の募集があり、町の雰囲気も出身
地と近いものを感じたので、この町を選びました。

【メディア等の取材連絡先】
kijo-iju@town.kijo.lg.jp （電話番号）0983-32-4727

ミッションである移住定住に力を注ぎつつ、地元の人との
交流も行っていき、活動の幅を更に広げていきたいです。
卒隊後は新規起業や地域に根差した企業や団体への就職も
検討していきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報
●移住定住
窓口に来た木城町への移住相談の対応をしておりま
す。住居の紹介や奨励金、町の施設など移住者の欲
しい情報を提供しています。県外で行われる移住相
談会等にも参加しております。
また、着任後新たに「お試し移住」の企画も行い、
リアルな田舎暮らしが体験できる事業も始めている。

●空き家バンクの活性化
空き家バンクを運用する中で、専門知識や物件の査
定など、自治体職員では対応しきれない部分も多い
ことが分かり、同協会との連携協定を締結しました。
協定の締結により、不動産売買等の知識のない所有
者・購入者が安心して取引できる仕組みの構築が実
現しました。
また、積極的な空き家の掘り起こしや空き家情報の
VR化など積極的な取組を展開し、成約件数が飛躍的
に伸び、移住定住につながっている。

■地域活動団体への参加
消防団に所属して、火災予防活動をはじめとし、火災２
件、遭難者捜索１件の出動に参加しました。また、木城
町若者連絡協議会に理事として参加し、前職の経験を活
かし「第26回 MTB 4時間耐久 in 木城」のポスター及
び、Tシャツの作成を行いました。
職務外においても地域活動に積極的に参加しています。
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